
(1)

（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、

講
座
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
公
民
館
が

主
催
す
る
催
し
は
「
公
民
館
だ
よ
り
」

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
毎
月
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

「
公
民
館
映
画
会
」
や
、
最
近
出
版

さ
れ
た
本
・
話
題
に
な
っ
た
本
の
著
者

を
お
招
き
し
て
お
話
を
う
か
が
う
「
図

書
室
の
つ
ど
い
」
な
ど
、
申
し
込
み
不

要
で
、
毎
月
開
催
し
て
い
る
講
座
も
あ

り
ま
す
。（
２
ペ
ー
ジ
以
降
参
照
）
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公
民
館
の
催
し

学び、つどい、広がる場
―公民館をご利用ください―

公民館は市民の学習・文化活動や仲間づくりなどのための学習施設です。
会場を利用してグループの学び、講座や図書室などを通して個人の学
びを広げることができます。講座への参加や会場の利用は原則無料です。
まずはお気軽においでください。
講座への参加時等、手話通訳が必要な方は、事前に公民館へお問い合
わせください。

＊印は参加自由、他は事前申し込みが必要です。
　各講座の詳細については、２ページ以降をご覧ください。

４月８日（金）朝
　　にほんごサロン
２１日（木）夜＊
　　文化祭実行委員会
２４日（日）昼＊
　　Ｃ

シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ公民館映画会
　　『阿賀に生きる』
２6日（火）夜＊
　　図書室のつどい
　　「わたしたちはどう働くか」

５月７日（土）昼～
　　しょうがいしゃと作る陶芸講座
１１日（水）朝～
　　シルバー学習室
　　生活のための日本語講座
１２日（木）夜～
　　くにたちブッククラブ
１８日（水）朝～
　　女性のライフデザイン学
２１日（土）昼～
　　からだであそぼう
　　―身体表現ワークショップ―

今年度の公民館講座が始まります！

「図書室のつどい」では、毎月
さまざまなテーマを取り上げます
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自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

 
 

図書室には約２万４千冊余りの本と、日本語・外国語
の新聞、雑誌が約５０種類あります。公民館活動、市民活
動の資料室としての役割も持っています。開室時間中は
自由に読むことができ、国立市内在住、在勤、在学者お
よび国分寺と府中、立川市民は借りることもできます。
図書利用カードは図書館と共通です。初めて借りる方
は利用登録が必要です。詳細は公民館までお問い合わせ
ください。
開室時間　火、木、金、日、祝日…朝９時～夕５時
　　　　　水曜日、土曜日…朝９時～夜８時
休室日　毎週月曜日と年末年始

１階　市民交流ロビー

図書室

グループの集まりの前後や合間に休憩することができます。
また壁面はグループの展示会などに利用することができます。

保　育　子ども定員１５人（先着順、市内在住であること）。
保育室オリエンテーションを５月１１日（水）朝
１０時から行います。おやつ代３３０円（全１１回分）
をお持ちください。

コーディネーター　堀本麻由子（東海大学）

一人の大人として、同じ地域に暮らす女性たちと一緒に
学び合う時間を持ちませんか。女性が生きていくときに向
き合う課題について、「自分はこのままで良いのだろうか
…」そう感じたことはありませんか。参加者どうしで話し
合うことで、新しい考え方やものの見方を発見し、次のス
テージを見つめてみましょう。
大人が学んでいる間、子どもは保育室であずかります。

と　き　５月１１日～９月１４日（全１１回）
	 （７月２０日～８月３１日は夏休み）
	 毎週水曜日、朝１０時～１２時
ところ　公民館　３階集会室ほか
対象・定員　女性（年齢不問）、２０名（先着順）
申込先　４月６日（水）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１

シルバー学習室の水彩画展

公民館ではWi-Fiが使えます。
日頃の学習活動等で
ご活用ください。

回 内容
１ 講座へようこそ
２ 公民館・公民館保育室を知る
３ 女性のライフコース①
４ 女性のライフコース②
５ 女性のライフコース③
６ これからの生きかたを考える①
７ これからの生きかたを考える②
８ これからの生きかたを考える③
９ 暮らしやすいまちを目指して
１０ これからの学びへ①
１１ これからの学びへ②

女性のライフデザイン学
〈女性の生きかたを考える講座〉

保育付き

どなたでも利用できます

講
座
関
連
図
書
コ
ー
ナ
ー
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ジ
ャ
ン
ケ
ン
・
ポ
ン	

	

大
貫
佐
知
子（
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
の
会
）

「
あ
～
！
残
念
。
負
け
た
！
」「
や
っ

た
！
」公
民
館
の
場
所
取
り（
調
整
会
）

で
は
お
な
じ
み
の
光
景
。
同
じ
時
間
帯

に
複
数
の
団
体
が
競
合
す
る
の
だ
か
ら

仕
方
が
な
い
。
上
手
く
話
し
合
い
で
解

決
す
れ
ば
良
い
の
だ
が
、
お
互
い
譲
れ

な
い
時
は
じ
ゃ
ん
け
ん
や
ア
ミ
ダ
く
じ

で
一
喜
一
憂
。
そ
ん
な
時
に
い
つ
も
思

う
の
は
、
も
っ
と
部
屋
数
が
多
け
れ
ば

良
い
の
に
と
い
う
事
。
コ
ー
ラ
ス
や
合

奏
の
団
体
は
ど
う
し
て
も
ピ
ア
ノ
の
あ

る
音
楽
室
や
ホ
ー
ル
に
集
中
し
て
し
ま

う
。
建
て
増
し
は
無
理
と
し
て
も
な
ん

と
か
な
ら
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

人
生
を
豊
か
に
す
る
場
と
し
て	

	

武
内
法
行
（
公
民
館
だ
よ
り
編
集	

	

研
究
委
員
会
委
員
）

国
立
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る

も
の
―
春
の
桜
、
街
の
景
観
、
知
的
な

住
民
層
等
々
、
加
え
て
公
民
館
の
講
座

や
サ
ー
ク
ル
活
動
で
し
ょ
う
か
。

私
は
文
学
講
座
や
謡
曲
の
サ
ー
ク
ル

に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
目
下
定
年
後
の

趣
味
と
社
会
参
加
の
柱
に
な
っ
て
い
ま

す
。
や
っ
と
得
ら
れ
た
自
由
時
間
を
好

き
な
も
の
、
未
知
な
世
界
に
触
れ
得
る

こ
と
は
精
神
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す

ね
。
こ
れ
か
ら
も
単
な
る
実
務
や
生
活

を
超
え
た
楽
し
み
や
価
値
を
公
民
館
が

提
供
し
、
人
々
の
活
動
、
教
養
の
場
と

だ
け
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
毎
月
の
調
整

会
に
参
加
す
る
事
か
ら
関
わ
り
方
が
変

わ
っ
て
き
た
の
だ
。
文
化
祭
へ
と
声
を

か
け
ら
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
改
め

て「
公
民
館
だ
よ
り
」に
目
を
通
し
、
色

々
な
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
に
顔
を
出
し
て

み
る
。
エ
ッ
？
ち
ょ
っ
と
違
っ
て
い
た

か
な
？
公
民
館
と
は「
社
会
教
育
の
場
」

と
い
う
事
が
認
識
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

他
者
と
の
遭
遇	

	

上
野
英
雄
（
希
望
社
会
研
究
会
）

公
民
館
は
、
出
会
い
と
学
び
の
広
場

だ
っ
た
。
そ
れ
は
単
な
る
知
識
を
超
え

て
、
地
域
や
人
々
と
の
間
柄
を
再
発
見

す
る
旅
と
な
っ
た
。
そ
の
契
機
は
、
公

民
館
運
営
審
議
会
の
委
員
に
な
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
私
に
は
、
先
輩
委
員
・
活

動
家
と
の
「
他
者
」
と
の
遭
遇
で
あ
っ

た
。
基
本
的
人
権
、
教
育
権
、
生
存
権
、

な
ど
公
運
審
の
審
議
の
過
程
、
命
題
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
映
し
た
課
題
の
審

議
の
過
程
で
、
住
民
自
治
の
心
を
学
ん

だ
。
そ
れ
は
、
ま
た
自
己
・
他
者
・
間

柄
を
学
ぶ
町
づ
く
り
の
、
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
へ
の
旅
で
も
あ
っ
た
。

濃
密
な
時
間
を
す
ご
し
た
公
民
館	

	

安
藤
容
子
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
奏
者	

	

／
ち
え
の
わ
）

公
民
館
に
行
く
の
が
楽
し
み
に
な
る

な
ん
て
、
若
い
頃
に
は
想
像
も
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
行

動
範
囲
が
徒
歩
圏
内
に
な
り
、
２４
時
間

育
児
体
制
に
疲
れ
、
週
２
時
間
子
ど
も

と
離
れ
て
大
人
だ
け
の
時
間
が
と
れ
る

な
ら
と
、「
女
性
の
生
き
か
た
講
座
・

保
育
付
」
の
申
し
込
み
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
５
年
。
私
は
学
ぶ
事
の
楽
し

み
を
知
り
、
子
ど
も
は
２
人
共
保
育
室

の
柔
ら
か
い
雰
囲
気
の
中
で
ゆ
っ
た
り

と
育
て
ら
れ
、
公
民
館
で
過
ご
し
た
時

間
を
軸
に
し
て
仕
事
を
持
つ
女
性
と
し

て
母
と
し
て
地
域
の
一
員
と
し
て
歩
ん

で
お
り
ま
す
。

公
民
館
て
ひ
び
き
ダ
サ
イ
ナ
ー	

	

井
上
惠
子
（
彩
人
形
グ
ル
ー
プ
）

そ
れ
が
変
わ
っ
た
の
は
３８
年
前
の
事
。

先
生
が
急
遽
引
っ
越
さ
れ
る
事
に
な
り
、

集
ま
れ
る
場
所
を
探
す
。
そ
こ
で
公
民

館
の
部
屋
を
借
り
る
事
に
。
良
か
っ
た
、

今
ま
で
通
り
お
稽
古
が
で
き
る
！
そ
れ

な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
に
入
っ
て
み
た
ら	
	

立
川
康
（
万
葉
を
詠
む
会
）

バ
ス
か
ら
眺
め
て
い
た
だ
け
の
公
民

館
に
思
い
切
っ
て
入
っ
た
の
は
退
職
後
。

そ
こ
で
知
っ
た
「
わ
い
が
や
」
で
サ
ポ

ー
タ
ー
の
若
者
と
雑
談
、
１
杯
の
コ
ー

ヒ
ー
を
楽
し
む
日
々
と
な
っ
た
。

そ
し
て
公
開
講
座
を
知
り
「
古
典
を

読
む
」
に
参
加
し
皆
勤
で
１０
年
、
顔
見

知
り
も
増
え
た
。
仲
間
と
自
主
講
座
を

立
ち
上
げ
１０
年
で
万
葉
集
全
２０
巻
を
読

破
、
今
は
２
巡
目
を
続
け
て
い
る
。

思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
２０
年
は
公
民

館
の
お
陰
。
気
楽
に
入
館
し
、
意
欲
が

次
々
と
想
定
外
に
展
開
で
き
る
、
開
か

れ
た
公
民
館
の
永
い
存
続
を
期
待
す
る
。

公
民
館
で
私
も
変
わ
っ
た
！	

	

龍
野
瑶
子（
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
）

「
公
民
館
で
世
界
が
変
わ
っ
た
」
と

い
う
こ
と
、
私
は
２
０
１
４
年
の
第
１

回
憲
法
朗
読
劇
ピ
ー
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

で
体
験
し
ま
し
た
。
公
民
館
職
員
さ
ん

か
ら
お
誘
い
の
ハ
ガ
キ
を
い
た
だ
き
、

半
年
間
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま

し
た
。
ひ
と
つ
の
舞
台
を
つ
く
り
上
げ
、

そ
し
て
発
表
当
日
は
会
場
の
地
下
ホ
ー

ル
で
出
演
者
と
観
客
が
一
体
と
な
り
、

平
和
の
尊
さ
を
か
み
し
め
、
日
本
国
憲

法
を
守
っ
て
い
こ
う
！
と
身
体
中
で
感

じ
た
こ
と
、
あ
の
瞬
間
は
私
に
と
っ
て

「
世
界
が
変
わ
っ
た
」
瞬
間
で
し
た
。

公
民
館
と
連
携
す
る	

	

保
坂
一
房
（
図
書
館
協
議
会
会
長
）

２
０
１
５
年
２
月
、
く
に
た
ち
図
書

館
の
ウ
ェ
ブ
シ
ス
テ
ム
が
更
新
さ
れ
、

市
民
は
図
書
館
・
公
民
館
・
郷
土
文
化

館
が
所
蔵
す
る
図
書
の
書
誌
情
報
を
横

断
的
に
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、
多
摩
地
域

で
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

国
立
市
に
関
す
る
詳
細
な
地
域
情
報

は
、
他
で
は
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

今
後
と
も
図
書
館
・
公
民
館
・
郷
土
文

化
館
の
情
報
共
有
化
を
推
し
進
め
て
、

さ
ら
な
る
連
携
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
期

待
し
ま
す
。

社
会
教
育
活
動
の
拠
点
と
し
て	

柳
田
憲
一（
社
会
教
育
委
員
の
会
議
長	

	

／
東
京
女
子
体
育
大
学
教
授
）

社
会
教
育
委
員
の
会
で
は
、
教
育
委

員
会
よ
り
「
生
涯
学
習
振
興
・
推
進
計

画
に
関
わ
る
基
本
施
策
の
体
系
や
重
点

施
策
等
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
諮

問
を
受
け
、
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
活
動
の
核
と
な
っ
て
い
る
の
は

公
民
館
で
あ
り
、
国
立
市
で
生
涯
学
習

振
興
・
推
進
計
画
が
策
定
さ
れ
た
場
合
、

様
々
な
形
で
連
携
・
協
力
し
合
い
な
が

ら
、
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
れ
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
公
民
館
の
益
々
の
ご

発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、

６０
人
の
声
―
公
民
館
６０
周
年
に
寄
せ
て
⑤
―

　
公
民
館
６０
周
年
に
ち
な
み
、公
民
館
に
縁
の
あ
る
６０
人
の
市
民
・
関
係

者
に
よ
る
、公
民
館
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
集
の
連
載
で
す（
掲
載
順
不
同
）。
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個人的・集団的力量を発達させる権利である。

監督　佐藤　真　　撮影　小林　茂

豊かな水量を誇り、日本海へと注ぐ新潟県、阿賀野川。
新潟水俣病が発生したことでも知られる流域に住む老人た
ちの日常の姿を、佐藤真監督らスタッフが村で共同生活を
送りながら、４年の歳月をかけて真摯に記録した日本記録
映画史上屈指の名作。苦しいことも悲しいこともあるけれ
ど、じいちゃんやばあちゃんと一緒に酒飲んで、バカ話し
して、笑って、歌って……この映画を見ていると、そんな
楽しい輪のなかに自分も居るような感じすらしてくる。

と　き　４月２４日（日）昼２時～
ところ　公民館　地下ホール
定　員　８５名（当日先着順）
※申し込みは不要です。ご自由においでください。ただし、
定員を超えた場合は入場を制限させていただきます。

〈Ｃ
シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ　公民館映画会〉
《シリーズ「ニッポンの記録映画」Vol.４４》

１９９２年　阿賀に生きる製作委員会　カラー　１１２分
『阿賀に生きる』

曜
よう

　日
び

時
じ

　間
かん

火
か

曜
よう

日
び

Am.１０：００～１１：３０
火
か

曜
よう

日
び

Am.１０：００～１１：３０
火
か

曜
よう

日
び

Pm.6：３０～8：００
水
すい

曜
よう

日
び

Am.１０：００～１１：３０
水
すい

曜
よう

日
び

Am.１０：００～１１：３０
木
もく

曜
よう

日
び

Am.１０：００～１１：３０
木
もく

曜
よう

日
び

Am.１０：００～１１：３０

コース 入
にゅう
　門
もん

初
しょ
級
きゅう
Ⅱ 夜

よる
・初
しょ
級
きゅう

初
しょ
級
きゅう
Ⅰ 会

かい
　話

わ
入
にゅう
　門
もん

初
しょ
級
きゅう
Ⅱ

対
たい

　象
しょう これから勉

べん

強
きょう

を始
はじ

める方
かた

日
に

本
ほん

語
ご

で簡
かん

単
たん

な
会
かい

話
わ

ができる方
かた

ひらがなの読
よ

み
書
か

きができる方
かた

ひらがなの読
よ

み
書
か

きができる方
かた

日
にち

常
じょう

会
かい

話
わ

を学
まな

びたい方
かた

これから勉
べん

強
きょう

を始
はじ

める方
かた

日
に

本
ほん

語
ご

で簡
かん

単
たん

な
会
かい

話
わ

ができる方
かた

講
こう

　師
し

河
かわ

村
むら

　双
ふた

葉
ば

森
もり

　恵
けい

子
こ

谷
たに

　美
み

穂
ほ

寺
てら

尾
お

　三
み

枝
え

子
こ

井
い

本
もと

　美
み

穂
ほ

山
やま

本
もと

　誠
せい

子
こ

森
もり

　恵
けい

子
こ

開
かい

始
し

日
び

５月
がつ

１７日
にち

～ ５月
がつ

１７日
にち

～ ５月
がつ

１７日
にち

～ ５月
がつ

１１日
にち

～ ５月
がつ

１１日
にち

～ ５月
がつ

１２日
にち

～ ５月
がつ

１２日
にち

～

於公民馆举办的日常日本语讲座将於２０１６/５/１１
开始新学期。想参加讲座或了解更多资讯，

请来电公民馆或前往公民馆办公室（２楼）。
公民馆　☎０４２―５７２―５１４１

생활을 위한 일본어 강좌

２０１６ 년 ５월 １１ 일부터 ,  일본어 강좌를 시작합니다 . 

참가하시고 싶은 분 ,  자세한 내용을 알고 싶은 

분은 공민관으로 전화를 하시거나 , ２ 층 오피스로 

오셔서 문의 바랍니다 .

공민관　☎０４２―５７２―５１４１

場
ば

　所
しょ

	 公
こう
民
みん
館
かん
　　定

てい

　員
いん

　各
かく
コースとも１５人

にん
くらい

費
ひ

　用
よう

	 テキスト代
だい
　２，５００円

えん
くらい

申
もうしこみさき

込先	 公
こう
民
みん
館
かん
２階
かい
窓
まど
口
ぐち
で申
もう
し込

こ
んでください。

火
か
曜
よう
～金
きん
曜
よう
Am.９：００～ Pm.５：００（祝

しゅく
日
じつ
を除
のぞ
く）

Japanese classes for living life in Kominkan
From	１１	May	２０１6,	new	semester	will	start.
If	you	would	 like	 to	 join	 this	program	or	 for	more	
information,
Please	call	Kominkan	or	come	to	the	office（2nd	floor）.
Kominkan　☎０４２―５７２―５１４１

生
せい

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

な日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

びます。日
に

本
ほん

語
ご

のレベルに合
あ

わせて
勉
べん

強
きょう

できます。市
し

内
ない

に住
す

んでいる小
ちい

さな子
こ

どものいる方
かた

は、
子
こ

どもをあずけて勉
べん

強
きょう

できます。
くわしいことは公

こう

民
みん

館
かん

までお問
とい

合
あわ

せください。
公
こう

民
みん

館
かん

　☎042ー572ー5１4１

※各
かく

曜
よう

日
び

の午
ご

前
ぜん

の講
こう

座
ざ

終
しゅう

了
りょう

後
ご

と土
ど

曜
よう

日
び

の１0時
じ

から、ボランティアによる会
かい

話
わ

練
れん

習
しゅう

のサポートがあります。

 生
せい

活
かつ

のための

日
に

本
ほん

語
ご

講
こう

座
ざ

←日
に

本
ほん

語
ご

講
こう

座
ざ

のようす

各
かく

曜
よう

日
び

の講
こう

座
ざ

終
しゅう

了
りょう

後
ご

や、土
ど

曜
よう

日
び

は地
ち

域
いき

のボランティアスタッ
フとの会

かい

話
わ

を楽
たの

しめます――→

いま国
くに

立
たち

で生
せい

活
かつ

している外
がい

国
こく

からきたみなさん、�
� みんなで話

はな

しながら交
こう

流
りゅう

しませんか。

「ゴミってどうやって捨
す

てればいいの？」、「子
こ

どもが学
がっ

校
こう

からもらってくるお便
たよ

りが読
よ

めない」、「友
とも

達
だち

が欲
ほ

し
い！」など、悩

なや

みや疑
ぎ

問
もん

を話
はな

してみましょう。
ぜひ参

さん

加
か

してください。

と　き　４月
がつ

８日
にち

、５月
がつ

２０日
にち

、６月
がつ

３日
にち

、７月
がつ

１５日
にち

	 ※いずれも金
きん

曜
よう

日
び

、ＡＭ１０：００～１２：００
	 ８月以降の日程は公民館へお問い合わせください。
ところ　公

こう

民
みん

館
かん

　３階
がい

講
こう

座
ざ

室
しつ

など
申
もうし

込
こみ

・問
とい

合
あわせ

先
さき

　公
こう

民
みん

館
かん

☎０４２―５７２―５１４１
協
きょう

　力
りょく

：ＫＵＮＩＢＯ（くにたち地
ち

域
いき

外
がい

国
こく

人
じん

のための防
ぼう

災
さい

連
れん

絡
らく

会
かい

）

外
がい

国
こく

からきたみなさんのための

にほんごサロン
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学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、

し ょ う が い し ゃ 青
せい

年
ねん

教
きょう

室
しつ

しょうがいしゃ青
せい

年
ねん

教
きょう

室
しつ

は、しょうがいがある若
わか

者
もの

とない若
わか

者
もの

が共
とも

に活
かつ

動
どう

して、お互
たが

いに学
まな

び合
あ

う場
ば

を
つくることを目

もく

的
てき

にした青
せい

年
ねん

教
きょう

育
いく

事
じ

業
ぎょう

です。一
いっ

緒
しょ

に活
かつ

動
どう

するメンバーとスタッフを募
ぼ

集
しゅう

しています。

７つのコースに分
わ

かれ、年
ねん

に６～１０回
かい

程
てい

度
ど

活
かつ

動
どう

します。
いずれかのコースを選

えら

んで参
さん

加
か

できます。また、全
ぜん

体
たい

での
活
かつ

動
どう

（クリスマス会
かい

、合
がっ

宿
しゅく

など）も年
ねん

に数
すう

回
かい

あり、希
き

望
ぼう

に
応
おう

じて参
さん

加
か

できます。

期
き

　間
かん

　５月
がつ

～来
らい

年
ねん

２月
がつ

（一
いち

部
ぶ

３月
がつ

まで）。月
つき

１～２回
かい

程
てい

度
ど

対
たい

　象
しょう

　市
し

内
ない

在
ざい

住
じゅう

・在
ざい

学
がく

・在
ざい

勤
きん

の学
がっ

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

～３０歳
さい

くら
いまでのしょうがいしゃ手

て

帳
ちょう

を持
も

つ方
かた

　※共
とも

に活
かつ

動
どう

するスタッフも募
ぼ

集
しゅう

しています！
申
もうし

込
こみ

先
さき

　４月
がつ

１５日
にち

（金
きん

）までに、朝
あさ

９時
じ

～夕
ゆう

５時
じ

の間
あいだ

に来
らい

館
かん

または電
でん

話
わ

で、ご連
れん

絡
らく

ください。
	 公

こう

民
みん

館
かん

　２階
かい

受
うけ

付
つけ

☎（５７２）５１４１
※受
うけ

付
つけ

時
じ

間
かん

内
ない

に来
こ

られない方
かた

は早
はや

めにお電
でん

話
わ

ください。
※コースの参

さん

加
か

人
にん

数
ずう

にはそれぞれ定
てい

員
いん

がありますので、ご
希
き

望
ぼう

にそえない場
ば

合
あい

もあります。

スポーツ：市
し

内
ない

の体
たい

育
いく

館
かん

や校
こう

庭
てい

でさまざまなスポーツに挑
ちょう

戦
せん

します。昨
さく

年
ねん

度
ど

はソフトボールや大
おお

縄
なわ

などをしました。
活
かつ

動
どう

日
にち

時
じ

：第
だい

１金
きん

曜
よう

日
び

の夜
よる

６時
じ

半
はん

～８時
じ

Ｙ Ｙ Ｗ：一
ひとり

人ではやらないことを皆
みな

で企
き

画
かく

して楽
たの

しい時
じ

間
かん

を過
す

ごす講
こう

座
ざ

。昨
さく

年
ねん

度
ど

はピタゴラスイッチを作
つく

りまし
た！　活

かつ

動
どう

日
にち

時
じ

：第
だい

２金
きん

曜
よう

日
び

の夜
よる

７時
じ

半
はん

～９時
じ

クラフト：オリジナルの工
こう

芸
げい

作
さく

品
ひん

を作
つく

ります。昨
さく

年
ねん

度
ど

はパ
スケースや凧

たこ

を作
つく

りました。
活
かつ

動
どう

日
にち

時
じ

：第
だい

４土
ど

曜
よう

日
び

の夕
ゆう

５時
じ

半
はん

～７時
じ

リトミック：音
おん

楽
がく

のリズムに合
あ

わせて身
からだ

体を動
うご

かします。
活
かつ

動
どう

日
にち

時
じ

：第
だい

２土
ど

曜
よう

日
び

の昼
ひる

２時
じ

～４時
じ

（８月
がつ

はお休
やす

み）
料
りょう

　　理
り

：さまざまな料
りょう

理
り

を皆
みな

で作
つく

って食
た

べます。
昨
さく

年
ねん

度
ど

は炊
た

き込
こ

みご飯
はん

やちゃんぽんなどを作
つく

りました。
活
かつ

動
どう

日
にち

時
じ

：隔
かく

月
げつ

第
だい

３土
ど

曜
よう

日
び

の夕
ゆう

５時
じ

半
はん

～８時
じ

喫
きっ

茶
さ

実
じっ

習
しゅう

：公
こう

民
みん

館
かん

内
ない

の「喫
きっ

茶
さ

わいがや」で喫
きっ

茶
さ

体
たい

験
けん

をし
ます。開

かい

店
てん

時
じ

間
かん

と希
き

望
ぼう

日
にち

時
じ

を調
ちょう

整
せい

して日
にっ

程
てい

を決
き

めます。
陶
とう

　　芸
げい

：毎
まい

月
つき

第
だい

１・３土
ど

曜
よう

日
び

の午
ご

後
ご

　※左
ひだり

下
げ

段
だん

参
さん

照
しょう

陶芸をしながらしょうがいがある若者と交流をします。
作った作品の一部は公民館にある「喫茶わいがや」の食器
として使います。講座終了後は、公民館１階の市民交流ロ
ビーで、作品展を開きます。関心のある方の参加をお待ち
しています。

講　師　木村　冨美枝、大野　博美

と　き　５月７日～７月１6日（全６回）	
	 第１・３土曜日　昼１時半～３時半
ところ　くにたち郷土文化館　研修室
	 ※初回は公民館１階青年室で説明会を行います。
対　象　原則全回参加できる方（１８歳以上）
定　員　１０名（先着順）
申込先　４月８日（金）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１

しょうがいしゃと作る陶芸講座

一
いっ

泊
ぱく

二
ふつ

日
か

の合
がっ

宿
しゅく

（山
やま

梨
なし

県
けん

にて）

と　き　全８回。５月２１日、６月２５日、７月１6日、９月２４
日、１０月２２日、１２月3日、１２月１０日（夕４時半～
６時半まで）、１１日（発表会）

	 １２月１０日以外はすべて昼２時～４時
ところ　公民館　地下ホール
対　象　身体を使って表現すること、しょうがいがある人

と一緒に舞台をつくることに関心がある方。年齢
・国籍・性別・しょうがいの有無は問いません。
※しょうがいのある方は、後日面談をする場合が
あります。保護者の方や、ヘルパーさんの参加
も、大歓迎です！

定　員　２０名（先着順）
申込先　４月８日（金）	朝９時～５月１３日（金）夕５時
	 公民館☎（５７２）５１４１

のびのびとからだを動かして、自分を表現してみません
か？　まずは深呼吸をしてからだをほぐし、音楽やもの、
いっしょに参加するメンバーのからだなど、毎回、いろい
ろなヒントを使って楽しみながら自分のイメージを豊かに
表現していきます。
こころもからだも柔らかくして自分の可能性を開放し、

仲間と楽しく作品を創りましょう。全8回の講座の最後に
は、青年室のクリスマス会で作品を発表します。

ファシリテーター　大川　あじさい

〈プロフィール〉多摩美術大学卒。アーティスト。演劇・
ダンス・絵画作品など発表。ジャンルにとらわれない独自
の表現を模索・活動中。「喫茶わいがや」元スタッフ。

〈身体表現ワークショップ〉

―のびのびとうごくワークショップ―

からだであそぼう
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月
に
一
度
、
小
説
の
世
界
に
浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
の
講
座
で
は
、
作
品
を
読

ん
で
各
自
の
読
み
を
出
し
合
い
、
参
加
者
の
話
や
講
師
の
お
話
を
聞
い
て
読
み
を
深

め
ま
す
。

今
年
度
の
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
は
、
古
い
も
の
か
ら
新
し
い
も
の
ま
で
、
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
を
超
え
て
い
く
よ
う
な
多
様
な
作
品
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

〈
く
に
た
ち
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
〉

言
葉
の
と
げ
、境
界
に
た
つ
文
学

と　

き　

夜
７
時
半
～
９
時
半

と
こ
ろ　

公
民
館　

３
階
講
座
室

申
込
先　

公
民
館
☎
（
５７２
）
５
１
４
１

月　

日

作　
　

品

講　

師

５
／
１２（
木
）
岩
城
け
い

『
さ
よ
う
な
ら
、
オ
レ
ン
ジ
』

（
ち
く
ま
文
庫
）
紅こ
う

野の　

謙
介

（
日
本
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

６
／
９（
木
）
夏
目
漱
石
『
明
暗
』

（
新
潮
文
庫
）
佐
藤　

泉

（
青
山
学
院
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

７
／
１４（
木
）
鹿
島
田
真
希
『
冥
土
め
ぐ
り
』

（
河
出
文
庫
）
山
岸　

郁
子

（
日
本
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

９
／
８（
木
）
三
島
由
紀
夫
『
近
代
能
楽
集
』

（
新
潮
文
庫
）
榎
本　

正
樹

（
現
代
日
本
文
学
）

１０
／
１３（
木
）
車
谷
長
吉
『
鹽し
お

壺つ
ぼ

の
匙
』

（
新
潮
文
庫
）
大
木　

志
門

（
山
梨
大
学
・
日
本
近
現
代
文
学
）

１１
／
１０（
木
）
室
生
犀
星
『
蜜
の
あ
わ
れ
』

『
蜜
の
あ
わ
れ
・
わ
れ
は
う
た
え
ど
も

や
ぶ
れ
か
ぶ
れ
』
所
収

（
講
談
社
文
庫
）

金か
な

井い　

景
子

（
早
稲
田
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

１２
／
８（
木
）
野
坂
昭
如『
ア
メ
リ
カ
ひ
じ
き
』

『
ア
メ
リ
カ
ひ
じ
き
・
火
垂
る
の
墓
』所
収

（
新
潮
文
庫
）
大
野　

亮
司

（
亜
細
亜
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

１
／
１２（
木
）
倉
橋
由
美
子

『
大
人
の
た
め
の
残
酷
童
話
』

（
新
潮
文
庫
）
小お

平だ
い
ら　

麻
衣
子

（
慶
應
義
塾
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

１
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
な
が
ら
、
同
じ
市
内
に
暮
ら
す
仲
間

と
の
交
流
を
深
め
て
い
く
講
座
で
す
。
終
了
後
に
は
同
窓
会
「
心
遊
会
」
に
参
加
し

て
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
続
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

春
か
ら
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た
い
方
、
市
内
で
の
仲
間
づ
く
り
を
し
た
い

方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

と　

き　

５
月
１１
日
～
３
月
１
日　

毎
週
水
曜
日　

朝
１０
時
～
１２
時

と
こ
ろ　

公
民
館　

３
階
集
会
室
ほ
か
（
福
祉
会
館
や
郷
土
文
化
館
等
）

対　

象　

お
お
む
ね
6０
歳
以
上
の
市
内
在
住
の
方

定　

員　

２５
名
（
年
間
を
通
し
て
参
加
で
き
る
方
）

申
込
先　

４
月
６
日
（
水
）
朝
９
時
～　

公
民
館
☎
（
５７２
）
５
１
４
１

《
主
な
内
容
》
※
全
て
の
講
座
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
健
康
を
考
え
た
手
軽
な
料
理

高
血
圧
や
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
食
事
な
ど
を
作
り
ま
す
。

講
師
　
北
川
　
み
ど
り
（
管
理
栄
養
士
）

◆
く
に
た
ち
の
自
然
に
目
を
む
け
る
（
自
然
観
察
）

市
内
を
歩
い
て
、
春
と
秋
の
植
物
を
学
び
ま
す
。

講
師
　
神
成
　
カ
ネ
（
な
ず
な
の
会
）
ほ
か

◆
三
原
色
で
絵
が
描
け
る
（
水
彩
画
入
門
）

初
心
者
で
も
描
き
や
す
い
「
キ
ミ
子
方
式
」
で
水
彩
画
に
挑
戦
し
ま
す
。

講
師
　
松
本
　
キ
ミ
子
（
キ
ミ
子
方
式
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
）

◆
音
を
楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か
す
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
）

軽
い
運
動
を
し
た
り
歌
を
歌
っ
て
、
心
と
体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

講
師
　
濱
谷
　
紀
子
（
同
志
社
女
子
大
学
）

◆
く
に
た
ち
の
昔
の
暮
ら
し
を
知
り
、
時
代
を
振
り
返
る
（
歴
史
）

昔
の
道
具
や
食
事
か
ら
、
国
立
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

講
師
　
佐
伯
　
安
子
（
く
に
た
ち
の
暮
ら
し
を
記
録
す
る
会
）

◆
高
齢
者
の
生
活
を
考
え
る
（
リ
ク
エ
ス
ト
講
座
）

高
齢
者
福
祉
制
度
や
市
内
の
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
の
活
動
な
ど
、
皆
さ
ん
が
学

び
た
い
こ
と
を
取
り
上
げ
ま
す
。

＊
各
コ
ー
ス
の
間
に
は
懇
談
会
を
行
い
ま
す
。

 

―

新
た
な
発
見
と
地
域
の
仲
間
づ
く
り

―

シ

ル
バ
ー
学

習

室

３
月
８
日
（
火
）
第
１７
回
定
例
会
を

開
催
。
委
員
１５
名
、
館
長
、
職
員
２
名

が
出
席
。
傍
聴
２
名
。

前
回
の
議
事
録
確
認

教
育
長
へ
の
要
望
書

２
月
２２
日
、
教
育
長
に
「
国
立
市
公

民
館
の
館
長
人
事
に
関
す
る
要
望
書
」

を
提
出
。
３
月
に
意
見
交
換
を
行
う
。

協
議
事
項

○
諮
問
「
国
立
市
公
民
館
の
事
業
評
価

の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
評
価
読
み
手
に

対
応
し
た
三
つ
の
小
委
員
会
に
わ
か
れ

て
、
審
議
を
開
始
し
た
。

報
告
事
項

○
事
務
事
業
評
価
委
員
会
結
果
報
告
書

１
月
に
報
告
書
「
市
報
く
に
た
ち
・

公
民
館
だ
よ
り
の
発
行
業
務
に
つ
い

て
」
が
で
た
。
諮
問
を
受
け
て
い
る
事

業
評
価
の
あ
り
方
へ
反
映
さ
せ
た
い
。

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

事
務
事
業
評
価
結
果
報
告
書
の
評
価

内
容
を
重
く
と
ら
え
た
。
テ
ー
マ
の
選

択
、
関
心
の
持
た
せ
方
、
市
民
の
要
望

に
応
え
る
紙
面
作
り
を
努
力
し
た
い
。

○
社
会
教
育
委
員
の
会

３
市
の
調
査
の
意
見
交
換
、
課
題
の

洗
い
だ
し
を
行
い
、
計
画
と
評
価
を
考

慮
し
な
が
ら
今
後
重
点
課
題
に
つ
い
て

の
と
り
ま
と
め
方
を
討
議
し
て
い
る
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会
委
員
会

来
年
度
へ
む
け
て
引
き
継
ぎ
事
項
と

協
議
会
を
脱
会
し
た
市
へ
の
働
き
に
つ

い
て
討
議
し
た
。

次
回
定
例
会
は
４
月
１２
日
（
火
）
午

後
７
時
１５
分
か
ら
。
傍
聴
歓
迎
。

	

（
大
井
）

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告
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公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

講　師　今野　晴貴（ＮＰＯ法人ＰＯＳＳＥ代表）

ＮＰＯ法人ＰＯＳＳＥを２００6年に設立し、年間２０００件の
労働相談を受けてきた今回講師の著書『ブラック企業　日
本を食いつぶす妖怪』（文春新書）は、その実態をはじめて
体系的に分析し告発した本として大佛次郎論壇賞を受賞、
ベストセラーになりました。今野さんは、異常な長時間労
働やパワーハラスメントなど劣悪な労働条件で若者を働か
せ、人格が崩壊するまで使いつぶすブラック企業の実態を
明らかにすると同時に、ブラック企業によって正常なもの
が「ブラック化」し、日本社会が劣化していく現状に警鐘
を鳴らしています。
今回はこうしたブラック企業問題について解説いただき

ながら、なぜ違法労働がなくならないのか、どうすれば公正
な労働環境に改善できるのか、若者だけの問題ではなく、
「わたしたち」の問題として一緒に考えたいと思います。

〈今野さんの本〉『求人詐欺』（幻冬舎）、『君たちはどう働
くか』（皓星社）ほか多数。

と　き　４月２6日（火）夜７時～９時
ところ　公民館　３階講座室　　定員　３５名（当日先着順）
※申し込みは不要です。ご自由においてください。

日　時　５月１８日（水）・１９日（木）・２５日（水）・６月１日（水）
・２日（木）・８日（水）・１５日（水）・１6日（木）計
８回　昼４時～６時まで（初回は昼３時５０分集合）

場　所　くにたち市民総合体育館　室内プール
費　用　無料
指導員　国立市スポーツ推進委員　保坂智子他助手数名
対象・定員

市内在住・在学の小学４・５・６年生
計４０名（泳ぎの苦手なお子さんが対象です）
※応募者多数の場合は抽選。参加が初めての５、
６年生が優先となります。

申込方法
往復はがきの往信用裏に住所・氏名（フリガナ）
・学年・性別・緊急連絡先電話番号を、返信用表
にも住所・氏名を明記の上、お申し込みください。

※はがき１枚につき１名。複数名の記載、記載漏れ
の場合は無効とします。

申込締切　４月１８日（月）必着
申込先
〒１８6―８５０１　国立市教育委員会　生涯学習課「小学生の初
心者水泳教室」係
問い合わせ先：生涯学習課　社会教育・体育担当

電　話（５７6） ２ １ ０ ７ （直通）

〈図書室のつどい〉

わたしたちはどう働くか
―日本を食いつぶす妖怪＝ブラック企業―

〈社会体育事業〉

小学生の初心者水泳教室

「
国
立
水
泳
会
」
新
年
度
会
員
募
集

春
の
足
音
が
近
づ
い
て
き
て
い
ま
す
。

若
さ
と
健
康
を
保
つ
為
に
水
泳
を
始
め

ま
せ
ん
か
。
レ
ベ
ル
別
に
公
認
コ
ー
チ

が
指
導
し
ま
す
。
性
別
、
年
齢
不
問
。

体
験
に
ど
う
ぞ
。

日
時　

毎
週
火
曜
日　

夜
７
時
～
９
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

山
田
（
５７３
）
５
０
１
３

水
泳
「
Ｃ
Ｆ
Ｃ
」
会
員
募
集

春は
る

爛ら
ん

漫ま
ん

、
新
緑
、
ス
イ
ミ
ン
グ
の
季

節
で
す
。
水
に
浮
く
の
は
と
て
も
気
持

ち
の
良
い
も
の
で
す
。
心
も
躰
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。
会
員
、
コ
ー

チ
全
員
女
性
。
初
心
者
可
、
体
験
可
。

日
時　

毎
週
火
曜
日　

正
午
～
昼
２
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

石
森
（
５７５
）
３
９
０
５

「
太
極
操
サ
ー
ク
ル
」
会
員
募
集

ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
の
武
術
で
あ

る
太
極
拳
は
、
健
康
・
美
容
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。
老
若
男
女
問
わ
ず
初
心
者

の
方
も
安
心
し
て
で
き
る
レ
ッ
ス
ン
で

す
。
ま
ず
は
体
験
を
！

日
時　

毎
週
火
曜
日　

朝
１０
時
～
１２
時

場
所　

矢
川
集
会
所

連
絡
先　

長
谷
川
０９０
（
８３０３
）
７
２
５
４

水
泳
ク
ラ
ブ
「
紫
水
会
」
会
員
募
集

水
温ぬ

る

む
春
、
水
泳
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

目
的
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
和
気
あ
い

あ
い
の
ク
ラ
ブ
で
す
。
初
心
者
か
ら
上

級
者
ま
で
公
認
コ
ー
チ
の
指
導
を
受
け

ま
す
。
性
別
・
年
齢
不
問
。
体
験
可
。

日
時　

毎
週
火
曜
日　

昼
２
時
～
４
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

成
瀬
（
５７６
）
５
８
５
８

還
暦
軟
式
野
球
の
部
員
募
集

市
内
唯
一
の
還
暦
野
球
チ
ー
ム
で
す
。

健
康
の
維
持
・
増
進
を
図
り
、
楽
し
く

プ
レ
ー
し
た
い
野
球
好
き
を
募
集
中
。

活
動
日
は
火
土
曜
。
ま
ず
は
、
練
習
に

ご
参
加
を
。
国
立
フ
レ
ン
ド
・
シ
ニ
ア

日
時　

毎
週
火
曜
日
午
前
中
（
練
習
）

場
所　

谷
保
第
三
公
園
野
球
場

連
絡
先　

石い
し

垣が
き

（
５７３
）
０
８
１
７

ひ
ろ
ば

（
８
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

秋の市民文化祭に向けて、実行委員会を立ち上げて準備
に入ります。
文化祭は、グループ活動や美術、伝統文化、芸能など、
日ごろの活動の成果を発表する場です。文化の交流で、地
域の仲間を広げてみませんか。１回目の実行委員会では発
表の日時や場所を決めます。
みんなで盛り上げ、地域での豊かなつながりをつくりま
しょう。多くのグループの参加をお待ちしています！

第１回　文化祭実行委員会

と　き　４月２１日（木）夜７時～
ところ　公民館　地下ホール
連絡・問合先　公民館☎（５７２）５１４１
※実行委員会は全４回開催予定です。

第６１回　くにたち市民文化祭

第１回実行委員会のお知らせ
文化祭を一緒につくりましょう ！文化祭を一緒につくりましょう ！
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〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
２
３
２
〉	

「
ハ
ン
グ
ル
友
の
会
」

勉
強
へ
と
テ
ン
ポ
よ
く
続
く
。
一
時
間

半
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
く
。

ム
ン
先
生
は
社
会
学
を
専
門
に
勉
強

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
で
も
あ
り
、
公

民
館
と
い
う
場
で
韓
国
語
を
学
ぶ
こ
と

の
意
義
を
「
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
と
の

繋
が
り
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
」
と

強
調
さ
れ
た
。
言
語
だ
け
で
な
く
文
化
、

歴
史
、
慣
習
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
で
、
相

互
の
理
解
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
は
、

今
の
よ
う
な
社
会
情
勢
に
は
と
て
も
大

切
な
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

「
言
語
か
ら
世
界
を
読
み
取
る
こ
と

が
楽
し
い
の
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
る
先

生
の
言
葉
が
印
象
的
だ
。
一
緒
に
楽
し

く
学
ぶ
仲
間
（
初
級
程
度
）
を
募
集
中
、

み
な
さ
ん
か
ら
「
オ
セ
ヨ
！
」（
来
て

く
だ
さ
い
）
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

日
時　

	

第
一
、
第
三
火
曜
日　

４
時
か

ら
５
時
半

場
所　

公
民
館　

小
集
会
室

連
絡
先　

工
藤
（
５７７
）
８
１
７
９

	

〈
文
・
写
真
〉
高
木
裕
子

こ
の
会
は
、
２５
年
程
前
、
公
民
館
の

韓
国
語
講
座
か
ら
発
足
し
た
自
主
グ
ル

ー
プ
で
あ
る
。

ム
ン　

ヒ
ョ
ン
ス
ク
さ
ん
は
、
二
代

目
の
先
生
で
２０
年
以
上
教
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。

現
在
、
ク
ラ
ス
は
女
性
二
人
、
男
性

一
人
、
皆
さ
ん
と
て
も
熱
心
で
意
欲
的
、

家
で
も
ラ
ジ
オ
講
座
を
聞
い
て
勉
強
し

て
い
る
そ
う
だ
。

ま
た
公
民
館
で
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
る
こ
と
も
共
通
し
て
い
て
、

教
え
る
立
場
と
し
て
も
役
に
立
っ
て
い

る
と
い
う
。

学
ぶ
き
っ
か
け
は
、
文
化
や
料
理
が

好
き
な
方
、
韓
流
ド
ラ
マ
に
は
ま
っ
た

方
、
友
人
に
刺
激
を
受
け
て
と
様
々
だ

が
、
ハ
ン
グ
ル
の
持
つ
多
彩
な
表
現
力

に
魅
か
れ
、
日
本
語
と
の
比
較
も
面
白

い
と
い
う
。

授
業
は
、
少
人
数
だ
か
ら
こ
そ
の
和

や
か
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
と
、

す
ぐ
に
順
番
が
ま
わ
っ
て
く
る
と
い
う

適
度
な
緊
張
が
感
じ
ら
れ
る
。

ま
ず
は
会
話
の
レ
ッ
ス
ン
。
身
の
回

り
の
出
来
事
な
ど
を
一
人
ず
つ
話
し
て

い
く
。
そ
の
中
で
文
化
や
慣
習
の
違
い

な
ど
に
も
触
れ
ら
れ
興
味
深
い
。
そ
の

後
テ
キ
ス
ト
を
使
い
、
音
読
、
文
法
の

ひ
ろ
ば

（
７
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

国
立
市　

春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

女
子
の
部
（
９
人
制
）

日
時　

４
月
１７
日
㈰
朝
９
時
～

場
所　

総
合
体
育
館

連
絡
先　

副そ
え

田だ

（
５８０
）
０
８
５
６

男
子
の
部
（
６
人
制
）

日
時　

６
月
５
日
㈰
朝
９
時
～

場
所　

総
合
体
育
館

連
絡
先　

佐さ

土ど

原は
ら

（
５７５
）
７
６
６
１

※
申
し
込
み
・
参
加
費
等
の

	

詳
細
は
、
連
絡
先
ま
で

俳
句
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か　

埋う
も
木れ
ぎ
会

「
燎り

ょ
う

」
北
斗
同
人
岡
山
祐
子
先
生
の

指
導
の
下
明
る
く
前
向
き
に
参
加
者
に

は
親
切
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
四
季
折
々
の

景
色
と
言
葉
を
自
分
に
引
き
寄
せ
て
ゆ

っ
く
り
学
ん
で
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

日
時　

毎
月
第
一
木
曜
日　

昼
１
時

場
所　

郷
土
文
化
館　

研
修
室

連
絡
先　

漆う
る
し

畑は
た

（
５７２
）
７
２
４
４

ヴ
ォ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
会
員
募
集

ぐ
る
ー
ぷ
レ
ニ
ー
は
安
井
え
い
子
先

生
（
藝
大
声
学
科
卒
）
の
指
導
の
下
、

正
し
い
発
声
法
を
学
び
な
が
ら
童
謡
愛

唱
名
歌
等
を
歌
っ
て
楽
し
む
会
で
す
。

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

第
二
・
四
金
曜
日　

朝
１０
時
～

場
所　

ス
タ
ジ
オ
レ
ニ
ー（
富
士
見
台
）

連
絡
先　

伊
藤
０９０
（
４６６０
）
１
１
９
５

く
に
た
ち
マ
ザ
ー
グ
ー
ス

日
本
の
歌
・
世
界
の
民
謡
・
名
曲
な

ど
誰
で
も
知
っ
て
い
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
を

合
唱
し
て
い
ま
す
。
会
員
も
年
を
重
ね

て
楽
し
く
歌
い
続
け
て
き
ま
し
た
。
年

二
回
の
合
唱
祭
に
向
け
て
練
習
中
で
す
。

日
時　

月
三
回
木
曜
日
朝
１０
時
～
正
午

場
所　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先　

土
田
０９０
（
８８１８
）
９
３
８
０

植
物
画
グ
ル
ー
プ「
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
」

国
立
芸
小
ホ
ー
ル
ア
ト
リ
エ
で
十
年

以
上
続
い
て
い
る
仲
間
で
す
。
水
彩
絵

具
で
月
二
回
花
を
描
い
て
い
ま
す
。
初

心
者
か
ら
優
し
く
指
導
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
見
学
歓
迎
。

日
時　

毎
月
第
二
・
四
水
曜
日　

午
後

場
所　

芸
小
ホ
ー
ル　

ア
ト
リ
エ

連
絡
先　

安
井
０８０
（
５５２８
）
２
６
５
８

太
鼓
た
た
い
て
健
康
に
！
会
員
募
集

主
に
ア
フ
リ
カ
起
源
の
太
鼓
を
た
た

い
た
り
、
鳴
り
物
を
使
い
、
認
知
症
予

防
、
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
回
復
、
ス
ト
レ

ス
発
散
し
て
ま
す
。
楽
器
は
こ
ち
ら
で

用
意
、
初
心
者
歓
迎
。
た
た
い
て
健
康
。

日
時　

月
曜
不
定
期
昼
１
時
半
～
３
時

場
所　

郷
土
文
化
館

連
絡
先　

末す
え

兼か
ね

０８０
（
３４０４
）
０
８
０
８

く
に
た
ち
写
遊
会　

写
真
展

公
民
館
ロ
ビ
ー
で
恒
例
の
写
真
展
を

開
催
し
ま
す
。
指
導
は
全
日
写
連
総
顧

問
の
日
橋
義
雄
先
生
。
会
員
の
作
品
約

７０
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

日
時　

４
月
６
日
㈬
～
１２
日
㈫

場
所　

公
民
館　

市
民
交
流
ロ
ビ
ー

連
絡
先　

松
永
（
５７３
）
７
９
１
５

第
２０８
回
く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ 

ト
ゥ
ン
さ
ん
の
タ
イ
料
理

グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
と
タ
イ
風
卵
焼
き

を
作
り
ま
す
。
材
料
費
８００
円
。
ふ
き
ん

と
ゴ
ミ
袋
を
ご
持
参
下
さ
い
。

日
時　

４
月
１6
日
㈯
昼
１
時
～

場
所　

福
祉
会
館　

３
階
料
理
講
習
室

連
絡
先　

八は
ち

宮み
や

（
５７１
）
１
０
０
７

戦
場
へ
行
く
か
も
し
れ
な
い
人
達
へ

「
元
・
陸
自
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
が
安

保
法
制
に
反
対
す
る
理
由
」
と
題
し
て

講
師
の
井
筒
高
雄
さ
ん
が
自
衛
隊
と
戦

争
の
リ
ア
ル
を
語
り
ま
す
。
若
い
世
代

に
ぜ
ひ
。
土
曜
夜や

会か
い

く
に
た
ち
主
催
。

日
時　

４
月
１6
日
㈯
夜
６
時
半
～

場
所　

国
立
商
協
ビ
ル
さ
く
ら
ホ
ー
ル

連
絡
先　

植
松
０９０
（
７８３１
）
３
３
８
３

第
１２
回
さ
わ
や
か
水
彩
画
展

水
彩
画
を
楽
し
く
の
び
の
び
と
描
く

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
る
サ

ー
ク
ル
「
く
に
た
ち
彩さ

い

の
会
」
で
す
。

作
品
展
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

日
時　

４
月
２２
日
㈮
朝
１０
時
～
２７
日
㈬

場
所　

芸
小
ホ
ー
ル
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

連
絡
先　

中な
か

込ご
め

（
５７３
）
３
９
７
１

く
に
た
ち
国
際
友
好
会
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

４
月
の
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
会
は
、
一
橋
大
学
留
学
生
の
カ
ー

ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
フ
ァ
ワ
ー
ド
氏
に

パ
キ
ス
タ
ン
の
歴
史
や
文
化
、
諸
事
情

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

４
月
２１
日
㈭
夜
６
時
半
～

場
所　

一
橋
大
学　

国
際
交
流
会
館

連
絡
先　

和
田
０９０
（
３４９７
）
２
１
１
０

―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

カッチハプシダ！（ご一緒に！）


